
　佐野慈紀氏の硬式野球
教室も今回で７回目を数
えます。土井正博氏・高
代延博氏も加えた豪華な
講師陣は、貴重な体験談
も交えて熱心に指導に当
たられ、参加した子ども
たちは、暑さをものとも
せず、真剣に白球を追い、
バットを振っていました。

 県大会優勝の興奮冷めやらぬ中、既に闘志は全国大会に向いていました。

8/2　次世代育成支援スポーツ事業「硬式野球教室」7/21  丹原ＪＶＣスポーツ少年団 全国大会出場 !
　６月に行われた第29回全日本バレーボール小学生大会愛媛県
予選で、丹原ＪＶＣスポーツ少年団が見事優勝し、３年ぶり３
回目の全国大会出場を決め、このほどその報告に市役所を訪れ
ました。選手８名と少ないメンバーではあるものの、日々の練
習により、攻守にバランスのとれたチームとなりました。
 「全国大会ではチーム一丸となり、一つでも多く勝てるよう
頑張りたい」と抱負を語ってくれました。

7/30　17年ぶり6回目の栄冠

7/31　母校で壮行会開催

8/3　決意を新たに ！

 甲子園出発を前に田邉監督、井下主将らが市役所を訪れ熱い抱負が述べられました。

 　愛媛大会第１シードの西条高校は、松山中央・帝京第五・今治工と勝ち進み、決勝戦
   では、済美を投打に圧倒して、17年ぶり６回目の全国大会出場を決めました。市内では、
   新聞の号外が配られるなどし、今春の選抜大会の雪辱に大きな期待が寄せられました。
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8/8　47年ぶりの夏の校歌

8/16　よく頑張った、感動した！

　大会第１日目の第３試合に登場した西条高校ナイン。初回から好機に恵まれながら
も、八千代東の先制を許すじれったいゲーム展開となりましたが、３回に一気に逆転。
一度は追いつかれたものの８回には振り切って、47 年ぶりの夏の甲子園での勝利を
つかみました。その瞬間、大応援団で埋め尽くされたアルプススタンドは、地鳴りのよ
うな歓声に包まれ、春の悔しさを晴らすかのように高らかと校歌が斉唱されました。

　１回戦の勝利の後、雨天などで大会日程が変更となり時間が空いてしまいましたが、
２回戦に登場した西条高校の選手たちは、はつらつとした動きを見せてくれました。序盤
は押し気味に試合を展開しましたが好機にあと一本が出ず、中盤以降は明豊（大分）に
２本塁打を許すなどして０－４で敗れました。しかし、新装なった甲子園球場のアルプス
スタンドを埋め尽くした大応援団からは、その健闘に惜しみない拍手が送られていました。

甲 　子　 園 　に 　西　 条 　魂　 を　 見　 た　  ！　
（第91回 全国高校野球選手権大会に西条高校野球部 出場）
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